
栃木県青少年赤十字高等学校連絡協議会  

会報 『Ｖ・Ｓ・Ｏ・Ｐ』 (Variety Specialty Originality Personality)  
◆旧役員の皆さん大変お疲れ様でした！ 在任期間：平成 29(2017)年度(2017.9～2018.8) 

役員(14 名)名：浦壁、大堀、加藤、柏木、岸野、圓谷、長嶋、原田、樋口、日詰、町田、松原、谷内、渡辺 

所属校：宇都宮、宇都宮東、鹿沼東、真岡女子、益子芳星、小山西、矢板 

 

 

 

 

 

会長 

県役員としての活動だけでなく、スタディーセンターやシンガポール派遣にも参加させていた

だくことができ、本当に貴重な経験ができたことを嬉しく思います。私達が充実した活動を行うこ

とができたのは、日赤職員の皆様や先生方のサポートのお陰だと思います。本当にありがとうござ

いました。これからも感謝の気持ちを忘れずに頑張って下さい！ 

 

 

 

 

副会長 

2 年間役員として活動して自分のことだけでなく、周りを見て行動することができるようにな

ったと思います。副会長として役員を含む JRC メンバーが楽しく活動に取り組んでもらえるよ

う、まずは私自身が楽しんで活動するよう心がけました。私にとって JRC は”青春そのもの！“で

すが、何よりも大好きな仲間たちに出会うことができました。これから JRC を引っ張っていく皆

さん、仲間と共に助け合い、素敵な思い出を作ってください。今までありがとうございました。 

 

 

 

 

議長 

私は１年目に書記、２年目に議長を務めさせていただきました。至らないところもたくさんあり

ましたが、赤十字スタッフの方々、先生方、県役員メンバーの素敵な皆さんに支えられてやってき

た活動だからこそ、楽しいことも辛いことも含め、全ての活動が良い思い出となりました。J RC

は繋がりを大切にしている部活だと思うので、私も皆さんとの繋がりをこれからも大切にしてい

こうと思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

副議長 

私が JRC としての活動を始めたのは、友人に誘われたことがきっかけでした。最初は、活動内

容もわからないまま、言われたことしかできていなかったように思います。しかし、最後は自分の

意志で役員としてできることを自分なりにやり遂げることができました。JRC を通して様々な考

え方を知り、たくさんの友人を得ることができたことは、私にとっての宝物です。後輩のみなさん

も自分なりの何かが得られるよう、頑張ってください。 

 

 

 

 

書記 

私は２年間書記を務めました。役員は、会議に出席したり、大会では仕事を受け持ったりととて

も大変でした。ですが、その分達成感がありました。また、隣県に訪問し現地の役員と交流できる

など様々な経験をすることができました。その上、役員同士はとても仲が良く、居心地が良かった

です。私は自分の消極的な部分を直したいと思い、立候補しましたがそれ以上のものを得ることが

できました。私は役員を務めることができて良かったです。 

 

 

 

 

書記 

一年間県役員書記を務め、メンバーと協力しながら行事を行うことで、助け合うことの大切さや

積極的に行動することの重要さを知ることができました。失敗することもありましたが、先生方や

県役員のメンバーからアドバイスをいただき、乗り越えることができた経験は私を成長させてく

れました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

会計 

2 年間役員を務めさせていただき、自分自身大きく成長できたと思います。県役員として活動

する中で人の役に立つ喜び、仲間と成し遂げる喜び、自分を高めることが出来る喜びなど、多く

の喜びを感じられました。これからも JRC のことを多くの人に知ってもらい、参加してもらえ

るように後輩たちには支えていって欲しいです。 

 

 

 

 

会計監査 

私は色々な役割を経験し、より多くの事を知り、この JRC の活動に少しでも貢献したいと思

い、役員となりました。おかげでたくさんの人との関わりを持ち多くの事を知ることができまし

た。私は今年度も役員を続けます。今回の反省を生かし、より JRC の活動を広げ、多くの人々に

知ってもらえたらと思います。１年間ありがとうございました。 

 

 

 

 

五人委員会・会報 

県役員を始める前はとても人見知りでコミュニケーションを取るのが苦手でした。先生に勧め

られなんとなく始めた県役員でしたが、優しくしてくれる仲間や見守ってくれる先生方のお陰で

克服することが出来ました。また、県役員ならではの経験も沢山させて頂きました。私にとって

は難しいことも多かったのですが、2 年間続けることができ嬉しく思います。後輩の皆さん。私

たちが今まで行ってきた活動を引継ぎ、そしてもっと発展させてください。期待しています。 

 

 

 

 

五人委員会・会報 

１年間ではありますが、県役員として活動が出来て良かったです。たくさんの人との交流や経

験から様々なことを学び、自分自身も成長できました。やりがいがありとても楽しかったです。

支えてくださった皆さん、ありがとうございました。あと１年、１人の JRC メンバーとして、役

員の皆さんが考えてくれた企画を楽しみにしています。応援しています！ 

 

 

 

 

五人委員会・踏跡 

1 年生の時から県役員として活動をさせて頂きました。最初は「不安」と「緊張」ばかりで、全

く行動できず、自分から積極的に話すこともできませんでした。しかし、引退までの 2 年間で国

際交流や他県との交流、県役員ならではの経験（準備や進行など）をさせていただきました。す

べてが勉強になることばかりでした。2 年間でコミュニケーション能力や人をまとめる力もつき、

内気だった性格がどんどん明るくなりました。いろいろな方向から成長できた役員活動でした。 

 

 

 

 

五人委員会・踏跡 

五人委員会・踏跡と聞いて、どのようなことをする役職かわからないと思います。実際、踏跡と

して行う仕事は少ないと思います。しかし、踏跡も県役員のメンバーです。踏跡の仕事が少ない

分、県役員全体の仕事に励んでください。そして、メンバーから頼られる存在になれるよう頑張

ってください。 

 

 

 

 

五人委員会・踏跡 

私はこの 1 年間県役員として活動してきました。とても大変だったことが沢山ありましたが、

それよりも沢山の出会いがありました。県役員として一年活動できたこと、とても楽しかったで

す。いい経験になりました。そして、後輩のみなさん。大変なことも沢山あると思いますが、頑

張っただけいいことがあります。県役員として沢山のことを学んでください。 

 

 

 

 

中部地区会長 

私は中部地区会長を務めさせていただきました。先生に勧められてなった県役員でしたが、一年

を通して大会やシンガポール派遣事業に参加することで多くの刺激を受けることができました。

JRC 活動では様々なことに関わることができ、物事を考える機会が増えます。是非、受動的にな

らず能動的に取り組んでください。「気づき、考え、実行する」ことが自分自身の成長にもつな

がると思います。 

 


